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1 Eric L. Santner, My Own Private Germany: Daniel Paul Schreber’s Secret History of 








3 Friedrich A. Kittler, Discourse Networks 1800/1900, tr. Michael Metteer, with Chris 











9 たとえば、二〇一四年七月十五日の DOMMUNE での「ele-kingTV ♯27 / 実写版「ク
ラウトロック大全」」における、野田努の示唆的な発言を参照。
10 明石政紀『ドイツのロック音楽　またはカン、ファウスト、クラフトワーク』（水
声社、一九九七年）、五四頁。
11 二〇一六年一月に亡くなったデイヴィッド・ボウイの「ベルリン三部作」（一九七六
年～一九七九年）は、同時期にクラスターと共演していたブライアン・イーノと
の共同作業によるものであり、七〇年代の実験的クラウトロックの流れの掉尾を
飾るものだったと見ることもできる。
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12 明石前掲書、三九頁。
13 同書、一〇四頁。
14 柄谷行人『ヒューモアとしての唯物論』（筑摩書房、一九九三年）、一二一～
一二二頁。
15 フリードリヒ・キットラー『グラモフォン　フィルム　タイプライター』（石光
泰夫・石光輝子訳、筑摩書房、一九九九年）、一八二頁。
16 明石前掲書、二六頁。
17 松前公高「クラフトワーク　テクノ・ポップはここからはじまり、ここにもどる」、
『銀星倶楽部 11 ★テクノ・ポップ』（ペヨトル工房、一九八九年）、五二頁。ちな
みに松前と山口優から成る音楽ユニット EXPO は、こうした姿勢をさらに創造的
に誤発展させている。
18 キットラー『グラモフォン　フィルム　タイプライター』、一七六～一七八頁。
むろん、実際にはバロウズにもまた陰鬱なユーモアがあることは周知の通りであ
る。
19 明石前掲書、一六六～一六七頁。
20 クラフトワークが過去の代表曲を自ら「ヴァージョンアップ」した一九九一年の
『ザ・ミックス』では、「ロボット」もまた新たなテクノ／ダンス・ミュージック
のフォーマットでアップデートされた。その結果、クラフトワークは新たな若い
聴衆の獲得に成功し、もしくは成功しすぎ、以後は世界各地の音楽フェスで、広
大な会場を埋め尽くすファンに熱狂的に迎えられるに至っている（来日公演では
観客も一体となった「デンタク」合唱が定番と化した）。この熱狂を見ると、ク
ラフトワークがかつて維持していた、自分自身およびその音楽へのズレないし距
離は失われたようにも思えるが、実際には明石が指摘するように、ズレと距離は
別の形で回帰している。「ここでは、この人たちの視点はもはや自分のところに
はない。視点はダンス・クラブの客のところにあり、そこからみた自分たちのあ
りえる姿が提示されているのである」（明石前掲書、一八九頁）。言うなればそこ
では、「ロボット」の「私はあなたの奴隷、私はあなたの労働者」が、重層的な
アイロニーを伴って提示されているのであり（「私」は若いファンの期待に応え
て過去の代表曲を最新アレンジで演奏するクラフトワークともとれるし、それに
踊らされ忠実に合唱するファンともとれる）、その限りで熱狂はつねに覚醒へと
反転可能になっている。加えて、今や「音楽遺産」として「殿堂入り」したかに
見えるクラフトワークは、二〇一二年にニューヨークの MoMA で、過去のアル
バムを一枚につき一夜で演奏する八夜連続のコンサートを行なったが、自らを
ミュージアムの収蔵品と見なすかのようなその姿は、クラフトワークが自身に向
ける醒めた距離とユーモアが、未だ維持されていることを示しているだろう。こ
のコンサートに関しては、たとえば以下を参照。デヴィッド・バックリー『クラ
フトワーク』（佐藤志緒・河野騎一郎・小川公貴・中村有以訳、シンコーミュージッ
ク、二〇一三年）、三七五～三七七頁。
21 ラカン前掲邦訳書、上巻二二三頁および下巻二〇〇頁。

